
○．出来形管理 近傍点計測の試行運用 

計測作業時間が半分 

計測精度は同様 

○ 丁張りに依存しない 出来形計測 
 

 出来形計測 許容範囲を拡大する 

○ ＭＣ施工実現場で計測実証 

○ 試行運用を通知 
     結果の蓄積（関東地整） 

○ ＭＣ・ＭＧ施工箇所で協議により計測箇所を概ねと
し前後１ｍ等の計測許容範囲を設ける 
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 ● 情報化施工（ＭＣ･ＭＧ）に適した出来形管理の運用策定 

現 行 
近傍点計測 

－４０％ 

誘導範囲 

出来形計測と設計点での三次元設計データとの交差分布 



計測点

基準高さ 従来

計測点と管理断面が一致
・施工用丁張り＝施工管理用丁張り 箇所で計測
・設計図書で示された数値そのまま
（他の部分で計測するには丁張り再計算が必要）

出来形比較の基準高さ

丁張り・水糸下がりによる高さの
確認管理する

中心線

計測点下がり計測点

管理断面

水糸



計測点

基準高さ 近傍計測

出来形比較の基準高さ

計測点の高さを直接の確認・管
理する

中心線

計測点高さ計測点

管理断面

計測点と管理断面は一致しない
・設計図書で示された数値を用いて施工全面での計測比較が可能
（延長や横断方向に移動した計測にあたっても丁張り再計算は不要）



幅 従来

計測点と管理断面が一致
・施工用丁張り＝施工管理用丁張り 箇所で計測
・設計図書で示された数値そのまま
（他の部分で計測するには丁張り再計算が必要）

出来形比較の幅

管理断面は中心線に直角方向であ
る＝直角方向で計測し管理する

中心線

計測点計測点

管理断面



幅 近傍計測

出来形比較の幅

計測範囲に余裕を持たせるため、
左右の計測点は延長方向で同じ
距離に位置しない 実計測点間の
斜距離で確認する

計測点と管理断面は一致しない
・設計図書で示された数値を用いて施工全面での計測比較が可能
（斜距離での計測にあたっても丁張り再計算は不要）

※ 従来と異なり斜距離での出来形比較となる

中心線

施工図の管理断面

出来形比較する斜距
離は設計データを元

に自動算出

計測点計測点



法長 従来

計測点と管理断面が一致
・施工用丁張り＝施工管理用丁張り 箇所で計測
・設計図書で示された数値そのまま
（他の部分で計測するには丁張り再計算が必要）

出来形比較の法長

管理断面は直角方向である＝直
角方向の離隔で計測し管理する

法尻

法肩

管理断面

計測点計測点



法長 近傍計測

出来形比較の法長

計測範囲に余裕を持たせるため、法肩･法尻の計測点は延長方
向と直角に位置しない 実計測点間の斜距離で確認する

計測点と管理断面は一致しない
・設計図書で示された数値を用いて施工全面での計測比較が可能
（斜距離での計測にあたっても丁張り再計算は不要）

※ 従来と異なり斜距離での出来形比較となる

法尻

法肩

施工図の管理断面

計測点出来形比較する斜距
離は設計データを元

に自動算出

計測点
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